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＜連絡事項＞　
＜患者様連絡事項＞
・大久保　康弘様～療養環境変更目的にて東Ｄ19号室から西Ａ51号室に移動となる。
・野田　敏治様～4/20　11時より家族面談実施予定。
・石黒　理一郎様～持参薬当院切り替えとなり、6日分処方。
・古里　長太郎様～排尿量少ない為、点滴1本処方となる。
・藤井　孝蔵様～熱発続いている為、4/6尿培養実施の指示あり。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～20時～6時時間隔離中。眼光鋭く、妄想発言持続。対面時、話を切り上げられず介入要し、了解の悪さ見られている。過度な飲水要求は無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。拒薬や食事の拒否はない。消毒液に関する妄想様の発言みられている。対面時、声高さみられず穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前午後の開放観察を実施。観察開放中はホール内徘徊みられるも、他室侵入や奇声はない。飲水行為なし。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。自室前を歩かれる事あり。対面時、苛々感や不満訴えみられず穏やか。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう
　　　　　　
・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。バイタルサイン異常無し。ほぼ傾眠で経過、経管栄養はトラブルなく実施。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。酸素飽和濃度の低下はみられず。嘔気・嘔吐等の消化器症状なく経管栄養実施。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。ベッド上での体動みられるも、危険行為や妄想に関する発言は聞かれていない。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～体温38.3℃～39.1℃　三点クーリング実施。酸素飽和度90％となっていたが吸引にて96％維持。排便困難9日だが腹壁ソフト、腸グル音微弱にて経過。






・伊藤　和子様～食事は数口のみ摂取。流延著明にあり、動作緩慢さ目立つが、立位保持は可能。
・松田　善治様～体動活発。幻視あるのか空中に向かって追視、払いのけ行動あり。
痰鳴ないが、吸引にて黄色粘稠痰除去している。













・藤井　崇史様～スタッフを見ると大声で挨拶をする等気分高揚さあり。他者への過干渉あり介入要す。眼光の鋭さ持続。
＜安ケ平Dr診察情報＞
・中居　松男様～次回定期より、オランザピン(10)→(5)に減量。
・他処方変更無し。
＜入院患者様情報＞
氏　　名：立花　豊吉様

　生年月日：昭和34年11月4日　59歳

　病　　名：アルコール依存症

　性　　別:男性

　主治医　:田名部Dr

　入院形態:任意入院予定

　病棟：東病棟Dユニット

　(経過）

　妻と二人暮らし、退職後より連続飲酒状態。初飲18歳、30歳頃

　からは毎日晩酌としてウイスキーを飲んでいる。大きな問題行　

　動はなく経過していた。

　H30年9月職場退職後より連続飲酒状態となっている。元々、洞性

  頻脈でかかっていた伴内科に相談した。アルコール依存症の診断

  で、当院受診を紹介されるが、受診までの間を待つことが出来ず

  に9月26日に、クリニック初診している。高度の肝障害を認め、

  断酒の必要性を言われるも理解が得られず、平成31年3月、妻のみ

  来院して、本人の断酒意思がないことが確認され、今回、当院に

  紹介となっている。昨日までも飲酒は続いていた。ベッド上で

  飲んでは寝て、起きてはまた飲む、という連続飲酒状態であった。

  本日、アルコール依存症治療プログラム目的にて、H31.4.5東病棟

　Dユニットへ任意入院となる。

